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自律型ロボットを活用した 

ソフトウェア・エンジニアリング研修教材 

『開発体験・実践シリーズ』 本格販売開始 
 

― 組込みソフトウェア、ビジネス系ソフトウェアの双方に対応 － 

 

 

株式会社永和システムマネジメント（以下 永和システム、本社：福井県福井市問屋

町 3-111、代表取締役：小山 公一郎）では、2月 1日より、ソフトウェア・エンジニ
ア向け研修教材『開発体験・実践シリーズ』の本格販売を開始します。 

 

『開発体験・実践シリーズ』は、レゴ マインドストーム*1を利用した自律型ロボ

ットによる自動化システム開発を課題としたもので、分析・設計から実装、テストま

での開発全工程を短期間で体験・実践できるカリキュラムです。組込みソフトウェア

開発の新人、初級者へのものづくり教育、ビジネス系ソフトウェア開発の新人研修に

おけるエンジニアリング教育の双方に対応したもので、入門編から応用編まで、複数

のプログラミング言語によって同じハードウェアである自律型ロボットを使いシステ

ム開発を体験することで、システム開発とプログラミング学習を体系だてて研修でき

るよう設定されているカリキュラムです。 

 

 永和システムでは、ＵＭＬ*2モデリングツール「ＪＵＤＥ」*3の開発過程において、

分析・設計と実装、テストの各工程の関係づけを研究し、設計研修、プログラミング

学習といった分断された内容ではなく、実行可能なＵＭＬモデリング体験およびシス

テム開発全体を通して体験実践できるエンジニアリング教材として開発しました。 

 システム開発実習といえば、今まで画面入出力の課題学習が中心でしたが、 『開発

体験・実践シリーズ』は、実習成果がひとつのシステムとしてロボットの動きに現れ、

ハードウェアとソフトウェアの関係が直接、目で見てわかり、指導者と受講者の双方

が理解度、学習成果を体感できるようになります。 

 

 ＵＭＬ、プログラミング、ソフトウェア・エンジニアリングの研修成果がロボット

の動きとなって見えるようになる画期的なカリキュラムです。 

 

 『開発体験・実践シリーズ』は、2004年春から順次導入適用されており、大手メー

カSS（ソフトウェアサービス）部門等で既に300名以上の研修実績があり、今般コー

スを拡充して本格販売することとしました。2005年中に1,500名以上の受講を見込ん

でおり、今後３年間で５億円の売上を目指しています。 
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